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こ
の
玄
関
は
後
の
震
災
復
旧
時
に
閉
鎖

さ
れ
ま
し
た
。

　

当
時
の
一
階
平
面
で
も
う
一
つ
紹
介

し
た
い
の
は
東
西
対
称
に
配
置
さ
れ
た

四
つ
の
階
段
室
で
す
。
イ
ギ
リ
ス
製
の

鉄
骨
階
段
で
、
客
船
内
の
階
段
に
似
た

や
や
小
ぶ
り
な
造
り
で
き
れ
い
な
装
飾

が
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
東
側

北
寄
り
の
階
段
だ
け
が
現
在
も
残
っ
て

　

明
治
大
正
期
の
「
本
館
」
に
は
玄
関

が
三
カ
所
あ
り
ま
し
た
（
図
１
）
。

　

ま
ず
南
側
の
東
西
両
正
門
を
入
る
と
、

建
物
中
央
の
ド
ー
ム
屋
根
の
下
に
中
庭

に
面
し
て
正
面
玄
関
が
あ
り
ま
す
。
正

面
玄
関
を
入
る
と
玄
関
ホ
ー
ル
（
そ
の

形
か
ら
通
称
「
八
角
室
」
と
呼
ん
で
い

ま
す
）
が
あ
り
、
さ
ら
に
客
溜
（
注
1
）

に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
ま
た
中
庭
に
面

し
て
地
下
の
金
庫
に
つ
な
が
る
水
圧
式

の
荷
物
用
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
中
庭
で
荷

降
ろ
し
さ
れ
た
現
金
等
を
地
下
金
庫
等

に
搬
送
す
る
た
め
に
使
用
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
現
在
、
こ
の
場
所
は
便
所
に
改

修
さ
れ
て
い
ま
す
。
中
庭
に
残
る
馬
の

水
飲
み
場
（
写
真
１
）
に
往
時
の
面
影
が

残
っ
て
い
ま
す
。

　

二
つ
目
の
玄
関
は
敷
地
北
側
の
北
門

（
図
２
）
を
入
っ
て
正
面
に
あ
る
北
玄
関

で
す
。
主
に
職
員
通
用
口
と
し
て
使
用

さ
れ
、
入
り
口
を
入
る
と
電
動
の
乗
用

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
と
階
段
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
階
段
と
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
地
下
に

降
り
る
と
地
下
金
庫
の
出
入
り
口
に
つ

な
が
り
、
二
、三
階
の
事
務
室
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。
な
お
、
こ
の
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
は
国
内
で
は
「
凌
雲
閣
」（
注
２
）
に

次
ぐ
二
番
目
、
事
務
所
ビ
ル
と
し
て
は

最
初
の
設
置
で
し
た
。

　

三
つ
目
の
玄
関
は
外
堀
通
り
に
面
し

て
、
建
物
西
側
の
中
央
に
あ
る
西
玄
関

で
す
。
こ
の
玄
関
か
ら
廊
下
を
東
に
進

む
と
正
面
玄
関
ホ
ー
ル
に
つ
な
が
り
ま

す
。
た
だ
し
、
先
の
二
つ
の
玄
関
と
異

な
り
、
そ
の
用
途
は
現
在
で
は
不
明
で

す
。
こ
の
玄
関
は
道
路
向
か
い
の
常と

き

磐わ

橋
、
さ
ら
に
は
そ
の
先
の
皇
居
や
印
刷

局
と
関
係
が
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

三
つ
の
玄
関
を
も
つ

「
本
館
」

写真 1　馬の水飲み場

日
本
銀
行
文
書
局
技
師　

中
村
茂
樹

　日
本
銀
行
本
店
の
本
館
建
物
（
以
下
、「
本
館
」）
は
、
辰
野
金
吾
の
設
計
に
よ
り
、
明
治
二
十
九
年
（
一
八
九
六
）
二
月
に
建

築
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
人
建
築
家
に
よ
る
最
初
の
国
家
的
建
築
と
し
て
日
本
の
建
築
史
を
見
る
上
で
極
め
て
重
要
な
建
物
で
す
。

昭
和
四
十
九
年
（
一
九
七
四
）
に
は
、
国
の
重
要
文
化
財
に
も
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　上
の
写
真
は
明
治
三
十
八
年
頃
の
「
本
館
」
の
外
観
写
真
で
す
。
一
見
今
と
変
わ
ら
ぬ
外
観
を
示
し
て
い
ま
す
が
、
周
り
に
高

い
建
物
も
無
く
、
手
前
の
外
堀
通
り
を
往
来
す
る
荷
車
と
開
通
間
も
な
い
路
面
電
車
に
遠
い
明
治
期
の
姿
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
今

回
は
、
建
築
当
初
の
平
面
図
と
写
真
を
基
に
明
治
大
正
期
の
「
本
館
」
の
様
子
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

2

日
本
銀
行
の
建
物　
そ
の
歴
史
と
変
遷
に
つ
い
て

明
治
大
正
期
の
本
店
本
館

明
治
大
正
期
の
本
店
本
館



NICHIGIN 2011 NO.2621

い
ま
す
（
写
真
２
）
。「
本
館
」
建
物
が
国

の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
際
に
も
、

最
重
要
の
一
つ
に
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
本
館
」
の
二
階
は
主
に
役
員
室
が

配
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
（
図
３
）
。
総

裁
室
は
西
翼
に
配
置
さ
れ
、
ド
ー
ム
屋

根
の
下
は
役
員
用
の
集
会
室
に
利
用

さ
れ
ま
し
た
（
同
部
屋
は
一
時
期
総
裁

室
に
使
用
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
）。

東
翼
に
は
二
層
吹
き
抜
け
の
総
会
室

（
写
真
３
）
が
配
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

同
室
の
三
階
部
分
に
は
会
場
を
見
下

ろ
す
回
廊
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

二
階
に
は
ほ
か
に
貴
賓
室
等
の
応
接

室
と
役
員
食
堂
が
設
け
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

　

三
階
は
一
般
執
務
室
が
配
置
さ
れ

て
い
ま
し
た
（
図
４
）
。

　

二
階
、
三
階
の
各
室
は
役
員
室
、
応

接
室
を
は
じ
め
、
そ
れ
以
外
の
廊
下
、

一
般
執
務
室
の
床
、
腰
壁
、
さ
ら
に
天

井
に
も
木
板
貼
り
が
施
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
現
在
の
漆し

っ
く
い喰

塗
り
の
壁
、
天
井

と
大
理
石
の
巾は

ば

木き

は
震
災
後
に
耐
火

性
を
高
め
る
た
め
に
改
修
さ
れ
た
も

木
板
貼
り
内
装
の

「
本
館
」

図 1　明治大正期の１階平面

写真 2　現存する東側鉄骨階段

写真 3　総会室（日本銀行金融研究所アーカイブ所蔵）

図 2　明治大正期の本店（日本橋配置図）（明治 40 年当時）

図 3　明治大正期の２階平面

図 4　明治大正期の３階平面
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の
で
、
当
時
は
石
造
り
の
外
観
と
は
異

質
の
木
造
建
築
的
な
温
か
み
の
あ
る

内
装
で
し
た
。

　

今
の
「
本
館
」
の
屋
根
は
美
し
い
緑

青
色
の
た
め
銅
板
葺
き
と
思
わ
れ
て

い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
今
も
昔
も

鋼
板
葺
き
（
注
３
）
で
す
。
銅
板
を
用

い
て
い
る
の
は
ド
ー
ム
屋
根
と
軒
回

り
の
金
物
の
み
で
す
。
今
は
緑
青
色
の

銅
板
に
合
わ
せ
る
た
め
同
色
の
塗
装

を
施
し
て
い
ま
す
が
、
明
治
期
は
濃
灰

色
の
素
地
の
ま
ま
で
す
。
新
築
時
は
ま

だ
飛
行
機
の
発
明
前
で
す
の
で
、
明
治

期
の
屋
根
を
上
空
か
ら
目
視
し
た
人

は
少
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

上
空
か
ら
見
た
「
本
館
」
屋
根
は
漢

字
の
「
円
」
に
見
え
る
こ
と
で
有
名
で

す
が
、
明
治
期
は
客
溜
の
上
部
に
あ
た

る
屋
根
は
ガ
ラ
ス
屋
根
で
し
た
。
明
治

期
は
電
灯
照
明
が
万
能
で
な
い
こ
と

も
あ
り
、
営
業
場
と
二
、三
階
の
廊
下

等
に
自
然
光
を
取
り
入
れ
る
工
夫
が

施
さ
れ
て
い
ま
し
た
（
図
５
）
。
少
し

話
が
そ
れ
ま
す
が
中
庭
の
床
に
も
ガ

ラ
ス
板
が
は
め
込
ま
れ
、
地
下
室
へ
の

採
光
が
工
夫
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

写
真
４
を
見
る
と
客
溜
の
天
井
に

つ
る
さ
れ
た
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
の
上
部

か
ら
自
然
光
が
降
り
注
い
で
い
る
様

子
が
分
か
り
ま
す
。
当
時
は
シ
ャ
ン
デ

リ
ア
の
明
か
り
に
よ
り
、
ガ
ラ
ス
屋
根

が
「
円
」
の
字
に
は
め
込
ま
れ
た
水
晶

の
よ
う
に
光
っ
て
い
た
の
で
は
な
い

か
と
思
う
と
、
そ
れ
だ
け
で
少
し
わ
く

わ
く
し
ま
す
。

　
「
本
館
」
の
地
階
は
、
現
在
で
は
一

般
公
開
さ
れ
て
有
名
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
広
大
な
金
庫
室
で
占
め
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

　

金
庫
に
運
び
込
ま
れ
る
お
金
は
中

庭
か
ら
荷
物
用
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
地

下
の
荷
捌
所
に
降
ろ
し
、
回
廊
を
通
り

各
金
庫
室
に
運
び
込
ま
れ
ま
し
た
（
図

６
）
。
今
で
も
、
回
廊
の
床
に
は
そ
の

当
時
に
利
用
さ
れ
た
運
搬
用
ト
ロ
ッ

コ
の
軌
道
レ
ー
ル
の
跡
が
残
っ
て
い

ま
す
（
写
真
５
）
。

　

今
で
は
地
下
金
庫
は
珍
し
く
あ
り

ま
せ
ん
が
、
明
治
期
で
は
技
術
的
な
課

題
が
多
く
、
日
本
銀
行
で
も
「
本
館
」

以
外
の
採
用
は
、
昭
和
七
年
の
一
号
館

増
築
ま
で
あ
り
ま
せ
ん
。

　

地
下
金
庫
の
課
題
は
湿
気
対
策
と

防
盗
対
策
で
す
。
湿
気
対
策
と
し
て
、

①
機
械
室
か
ら
乾
燥
し
た
空
気
を
回

廊
に
送
風
し
、
②
金
庫
室
の
壁
に
設
け

た
ハ
チ
の
巣
状
の
小
孔
か
ら
庫
内
に

給
気
し
、
③
床
に
設
け
た
排
気
孔
か
ら

床
下
を
通
っ
て
機
械
室
に
排
気
す
る
、

と
い
う
設
備
を
設
け
て
い
ま
す
（
写
真

６
）
。
ま
た
金
庫
壁
に
は
吸
湿
を
防
ぐ

た
め
に
白
色
釉ゆ

う
や
く薬

レ
ン
ガ（
注
４
）
を

用
い
、
床
面
に
は
湧
水
を
防
ぐ
た
め
に

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
を
塗
布
し
て
い
ま
す
。

　

防
盗
対
策
と
し
て
、
土
中
か
ら
の
侵

入
を
防
ぐ
た
め
建
物
の
外
周
に
ド
ラ

イ
エ
リ
ア（
注
５
）
を
設
け
て
い
ま
す
。

警
備
の
巡
回
路
だ
け
で
な
く
、
非
常
時

に
は
日
本
橋
川
の
水
を
引
き
込
ん
で

金
庫
室
全
体
を
冠
水
さ
せ
る
目
的
も

あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
換
気
用

に
設
け
た
金
庫
壁
の
小
孔
は
金
庫
室

へ
の
通
水
孔
も
兼
ね
て
い
ま
し
た
。

　

ド
ラ
イ
エ
リ
ア
は
地
下
室
へ
の
自

然
採
光
に
も
有
効
な
た
め
、
地
下
階
の

外
周
部
は
食
堂
等
の
施
設
が
配
置
さ

れ
ま
し
た
。

　
「
本
館
」
の
も
う
一
つ
の
特
徴
と
し

先
駆
的
設
備
を
も
つ

「
本
館
」

写
真
５ 

金
庫
回
廊
の
床
に
残
る
レ
ー
ル
跡（
上
）／
写
真
６ 

金
庫
壁
の
通
気
孔（
下
）

地
下
金
庫
を
も
つ

「
本
館
」

ガ
ラ
ス
屋
根
を
も
つ

「
本
館
」

写真 4　明治大正期の客溜風景

図５　客溜上部のガラス屋根
（日本銀行金融研究所アーカイブ所
蔵資料を基に著者作成）

ガラス屋根

自然光

3 階事務室

2 階廊下

客溜



NICHIGIN 2011 NO.2623

て
明
治
二
十
年
代
の
新
築
と
し
て
は

極
め
て
先
駆
的
な
設
備
が
あ
げ
ら
れ

ま
す
。

　

先
に
紹
介
し
た
電
動
の
乗
用
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
も
そ
の
一
つ
で
す
。
電
動
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
（
注
６
）
が
開
発
さ
れ
た

の
が
明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
で

す
の
で
、
開
発
さ
れ
た
年
に
「
本
館
」

設
計
で
取
り
入
れ
た
こ
と
に
な
り
ま

す
。も
っ
と
も
速
度
は
三
〇ｍ
／
分（
現

在
の
新
館
は
一
五
〇ｍ
／
分
）
と
ゆ
っ

く
り
し
た
も
の
で
し
た
。

　

執
務
室
の
電
灯
照
明
も
先
駆
的
で

す
。
電
力
供
給
事
業
が
始
ま
っ
た
ば
か

り
の
た
め
、
当
初
は
機
械
室
に
設
置
し

た
自
家
発
電
機
か
ら
自
前
で
供
給
し

て
い
ま
し
た
。
電
灯
は
露
出
配
線
を
ク

モ
の
巣
の
よ
う
に
引
き
ま
わ
し
、
天
井

か
ら
長
い
コ
ー
ド
で
つ
る
さ
れ
た
も

の
で
し
た
（
写
真
７
）
。

　

水
洗
便
所
の
設
置
も
先
駆
的
で
す
。

も
っ
と
も
明
治
期
中
頃
ま
で
は
、
使
用

さ
れ
る
水
が
江
戸
時
代
と
変
わ
ら
ぬ

神
田
上
水
で
あ
り
、
さ
ら
に
水
洗
便
所

の
汚
水
は
い
っ
た
ん
集
め
た
後
、
日
本

橋
川
を
舟
で
搬
出
し
て
い
ま
し
た
。
最

新
設
備
と
時
代
の
ギ
ャ
ッ
プ
の
一
例

で
す
。
余
談
な
が
ら
、当
時
の
「
本
館
」

に
は
男
子
便
所
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で

（
注 

１
）
営
業
場
の
窓
口
に
面
す
る
客
用
広
間
。
営
業
場
ロ

ビ
ー
。

（
注 

２
）
浅
草
に
あ
っ
た
レ
ン
ガ
造
り
、
一
二
階
建
て
の
展

望
塔
。明
治
二
十
三
年
建
築
時
に
設
置
さ
れ
た
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
は
故
障
が
頻
発
し
翌
年
使
用
中
止
。
関
東
大
震
災

で
崩
壊
。

（
注   

３
）
屋
根
葺
き
材
と
し
て
、
耐
久
性
を
高
め
る
た
め

に
亜
鉛
メ
ッ
キ
処
理
し
た
鋼
板
（
ト
タ
ン
板
と
も
い

う
）
が
用
い
ら
れ
た
。

（
注 

４
）
薄
褐
色
粘
土
の
表
面
に
白
色
釉
薬
を
塗
っ
た
後
焼

成
し
た
レ
ン
ガ
。
非
吸
水
性
に
優
れ
、
庫
内
を
明
る
く

す
る
利
点
も
あ
る
。

（
注 

５
）
採
光
、
換
気
、
防
湿
な
ど
の
た
め
に
地
下
外

壁
に
沿
っ
て
設
け
ら
れ
る
空
堀
。

（
注 

６
）
米
国
で
の
ビ
ル
高
層
化
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
、
米

国
オ
ー
チ
ス
社
が
一
八
八
九
年
に
開
発
。

（
注 

７
）
明
治
三
十
一
年
か
ら
の
女
子
職
員
採
用
の
た
め
、

同
年
急
遽
（
き
ゅ
う
き
ょ
）「
本
館
」
の
東
側
に
木
造

平
屋
建
て
の
女
子
用
食
堂
と
女
子
便
所
を
増
築
し
た
。

（
注 

８
）
英
国
の
ク
ラ
ー
ク
バ
ン
ネ
ッ
ト
社
製
。
当
時
の
新

聞
に
「
此
窓
蓋
と
云
へ
る
は
鎧
の
袖
の
如
く
伸
縮
自

在
の
製
造
に
し
て
窓
掛
け
の
如
く
巻
き
上
げ
る
新
発

明
の
品
な
り
」
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

し
た
。
明
治
三
十
一
年
に
女
子
職
員
が

採
用
さ
れ
た
時
、「
本
館
」
か
ら
外
の

公
衆
便
所
に
通
う
女
性
の
姿
が
、「
日

本
銀
行
便
所
道
の
行
列
」
な
る
珍
風
景

と
し
て
新
聞
に
紹
介
さ
れ
る
ほ
ど
で

し
た
（
注
７
）
。

　

窓
シ
ャ
ッ
タ
ー
の
設
置
も
極
め
て

早
く
、
英
国
か
ら
輸
入
し
た
も
の
で
国

内
で
は
最
初
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す

（
注
８
）
。

　
「
本
館
」
新
築
に
前
後
し
て
建
築
さ
れ

た
西
分
館
と
南
分
館
に
続
い
て
、
明
治

三
十
四
年
に
東
分
館
が
建
設
さ
れ
ま
し

た
。
文
書
局
事
務
室
、
宿
直
室
等
に
利

用
さ
れ
、
大
正
期
に
は
二
階
の
一
部
が

金
庫
に
改
装
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
の
本
店
建
築
群
を
設
計
し
た
辰
野
金

吾
に
代
わ
り
、
辰
野
の
高
弟
で
日
銀
技

師
長
の
長
野
宇
平
治
の
本
店
最
初
の
設

計
に
よ
る
レ
ン
ガ
造
り
二
階
建
て
の
建

物
で
す
。
そ
の
後
、
長
野
は
本
店
お
よ

び
支
店
建
物
に
最
も
影
響
を
与
え
る
建

築
家
と
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
明
治
四
十
年
、
機
械
室
の
西

側
に
ス
レ
ー
ト
葺
き
平
屋
建
て
四
〇
坪

の
地
金
銀
分
析
所
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
以
前
、
地
金
銀
の
溶
解
分
析
を
必

要
と
す
る
場
合
に
は
、
東
京
造
幣
支
局

に
試
験
分
析
を
依
頼
し
て
い
ま
し
た
。

同
支
局
が
同
年
廃
止
さ
れ
た
た
め
本
行

内
に
分
析
所
を
設
け
た
も
の
で
す
。

　

大
正
期
の
後
半
に
入
る
と
、
業
務
の

拡
大
に
伴
い
し
ば
ら
く
無
か
っ
た
分
館

増
築
の
必
要
が
出
て
き
ま
し
た
。

　

大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
に
着
工
し

た
北
分
館
は
大
正
十
二
年
九
月
の
完
成

を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
九
月
一
日
を
迎
え
ま
す
。

　

次
回
は
、関
東
大
震
災
を
受
け
た
「
本

館
」
の
被
災
と
復
興
の
様
子
を
紹
介
し

て
い
き
ま
す
。
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東
分
館
と

地
金
銀
分
析
所
の
増
築

図 6　明治大正期の地階平面




